
 
 

 

立命館アジア太平洋大学との世界農業遺産を通じた 

国際貢献に関する連携協定の締結について 

平成２３年の世界農業遺産「能登の里山里海」の認定以降、県では海外における認定や

地域活性化に貢献するため、海外から留学生等を受け入れ、能登の地域振興について学ぶ

研修を実施してきました。こうした取組の一環として、今般、立命館アジア太平洋大学と

連携協定を締結することとなり、協定締結式を次のとおり開催します。 

 

１ 協定締結の目的 

世界農業遺産「能登の里山里海」における復興をはじめとする地域振興に向けた取

組の学習・体験を通じ、自国の地域課題解決に貢献できる人材を育成するとともに、

国際交流を契機として能登の関係人口創出につなげる。 

２ 日 時：令和８年５月２８日（木）１５：１０～１５：３０ 

３ 場 所：石川県庁４階 特別会議室 

４ 出席者：立命館アジア太平洋大学学長 米山 裕 

石川県知事 山野 之義  

５ 協定の主な内容 

・能登での実地調査や就業体験などを通じて復興の取組を学ぶ研修の開催 

・能登の里山里海でのイベントなど交流に関する情報提供、学内での周知 

６ 取材対応について 

取材を希望される場合は、５月２８日(木)午前１０時までに別添の取材申込書（ま

たは必要事項をメール本文に記載）をメール（satoyama@pref.ishikawa.lg.jp）にて

ご提出ください。 

令和８年５月２６日 

石川県農林水産部 

里山振興室 岡部 
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